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論文内容の要旨
【目的】
Prophyromonas gingivalis の線毛は、付着因子として歯周炎の発症および進行に重要な病原因子と考えられているo
しかし、ヒトの歯周ポケットにおける P. gingivalis 線毛の実態を組織・形態学的に検索した報告はない。
本研究では、抗 P. gingivalis 381全菌抗体および線毛抗体を用いて、ヒトの歯周ポケットにおける P. gingivalis 菌体
および線毛の局在性、ならびにヒトの歯周ポケット底部に位置するプラークフリーゾーン (PFZ) における P.
gingivalis の付着・定着の実態を形態学的に検索した。
【方法】
1.特異抗血清
P. gingivalis 381全菌体に対する特異抗血清は、通法により調製した。また、 P. gingivalis 381線毛に対する特異抗血
清は、吉村文信博士(愛知学院大学)より恵与された抗体を使用した。
2. ヒトの歯周ポケットにおける P. gingivalis 菌体および P. gingivalis 線毛局在牲の検索
1 )ヒトの歯周ポケット試料の調製
同意が得られた患者の 11歯の重度成人性歯周炎擢患歯を歯とその周囲歯周組織をー塊として採取し、 half­
karnovsky 溶液にて浸漬固定を行った後、通法に従い調製した LR由White 樹脂ブロックより、連続薄切切片( 3μ 
m) を作製した。
2) P. gingivalis 菌体および線毛の免疫組織化学的検索
切片の一部は Brown and Brenn-modified Gram 染色を施し、他の一部は酵素抗体染色後、ヒトの歯周ポケット
における P. gingivalis 菌体および線毛の局在性を検索した。
3. PFZ における P. gingivalis 線毛の検索
9 歯の成人性歯周炎擢患抜去歯を用いて通法により調製し、連続超薄切片を作製した。切片の一部は電子染色を行
い、他の切片は金コロイド標識法による免疫染色を施し、 PFZ における P. gingivalis の実態を透過電子顕微鏡
(TEM) により検索した。
4. PFZ における P. gingiも'alis 線毛と菌体外多糖の検索
7 歯の成人性歯周炎擢患歯を抜歯後、 Alcian blue 含有固定液で処理し、多糖染色するとともに固定し、上記第 3
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項と同一の方法で連続超薄切片を作製した。切片に抗線毛抗体を用いた金コロイド標識法染色を施し、 PFZ におけ
る P. gingivalis の付着・定着の実態を TEM により検索した。
【結果および考察】
1 . ヒトの歯周ポケットにおける P. gingivalis 菌体および P. gingivalis 線毛の局在性の検索
歯周ポケットの浅部と中央部では、抗線毛抗体に対する陽性反応は主に歯根付着性と非付着性プラーク領域に散在
性に検出された。歯周ポケット底部に近づくに従い、抗線毛抗体に対する陽性反応は、歯根付着性プラーク領域で検
出された。一方、抗381全菌抗体にする陽性反応は歯根付着性プラークから上皮関連プラークまでの広い範囲で検出
され 2 種の抗体に対する陽性反応領域には相違がみられた。
2. PFZ における P. gingivalis 線毛の検索
PFZ では、 1-2 層のグラム陽性あるいは陰性細菌が小コロニーを形成していた。一方、細胞質が空胞化したゴー
スト状の細菌がみられた他、細菌を貧食した多形核白血球も観察された。 PFZ において、 dental cuticle の表層に、
金コロイドで標識された P. gingivalis が検出され PFZ が生体防衛の最前線であることが改めて示唆された他、成熟
期プラーク構成細菌とされている P. gingivalis が、歯周ポケット深部では歯根面への付着に関与し、初期プラーク構
成細菌として存在していると推察された。
3. PFZ における P. gingivalis 線毛と菌体外多糖の検索
PFZ において、抗線毛抗体陽性の P. gingivalis の菌体周囲に、濃染された菌体外多糖が観察された。
【結論】
ヒトの歯周ポケットにおいて、棲息する P. gingivalis の一部が、線毛を発現していることが明らかとなった。 PFZ
では、抗線毛抗体陽性の P. gingivalis が菌体外多糖と共に検出され、 P. gingivalis が同部でのバイオフィルム形成の
一端を担っていることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本論文は、免疫組織化学的および免疫電顕的手法を用いて、ヒトの歯周ポケットおよび歯周ポケット底部に位置す
るプラークフリーゾーン (PFZ) における Prophyromonas gingivalis 線毛の実態を組織・形態学的に検索したもので
あるo その結果、ヒトの歯周ポケットにおいて、棲息する P. gingivalis の一部が線毛を発現していることが明らかに
なった。 PFZ においては、抗線毛抗体陽性の P. gingivalis が菌体外多糖と共に検出され、 P. gingivalis が歯周ポケッ
ト底部でのバイオフィルム形成の一端を担っていることが示唆された。
以上の研究結果は、ヒトの歯周ポケットならびに PFZ における P. gingivalis の付着・定着の実態に関して貴重な
知見を提供するものであり、本研究は博士(歯学)の学位授与に値するものと認める o
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